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　．「君子危きに近よらず」という諺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t－ボ　

があるかとおもうと「虎穴に入らず

んば虎鬼をえずJというゐがある．t

「果報は疲てまてユに謝しては「か

せぐに追いつく貧乏なし」「弘法は

筆を選ばず」には「名匠は道具を選

ぶ」　r二兎を追う者は一兎亀えず」

には「一石二鳥」等々。果していつ

れが眞理か．これらはそれぞれ雫面

の翼理を傳えたのであろう．

　甲論乙駁の學設の推移にかぎらず

すべて萬有流韓の様相は「あるもの

に劃しては∫ζれ・に謝立するものが

現われて，やがて別多）形に統一され

て鍵化してゆくjと説ぐのは唯物i辮

緯溝的見方である・　　’；

’しかし電氣回路では，電流力職衰

振動的輕過をたどるとは限らず，指

歎函藪的に愛化する揚合亀あり＿雨

巻の中間の朕態もある．これは無駄

のない愛化の仕方である．一一maの事

象で亀漸進的慶化をなす揚合力確か

に存在する．これは目立たないから

見i匙されるのかもしれない。また，

散意に振動的攣化をなす揚合のみを

攣化のうちに入れて，蓮う揚合を捨

てるのでは不公準となる．
　　　　　，　　vreV，f
　li　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》

想

　し進めたぐらいの法則の組み合わぜ

　で果して説明できるかどうかは甚だ

　疑わしい．しかるに普通の精紳現象

㌧や物理現象に輪をかけたような不思

議なPt象．　；として心婁現象がある．．ζ

れは心理的心璽現象と物理的心婁現

象とrC大別される．　SU　？　生産硯究邑

と心璽現象と何の關係があるかつ

て？　まあ，そう急かずに聞いてい

ただきたい．もっとも基礎的な原子

核物理がもつとも尖鰯的な磨用に直

通する世の中である．心霧現象とて

決して馬鹿にはできないのである．
　　　　　　　ぽ　物理的心軍現象とは，通常，精神

統一駅態にある璽媒と稽する特殊能

力者の身謹のエネルギおよび物質を

利用して，一手や器物を使用しないで

机等を動かしたり高いとこるへ持£

げたり種々の仕事をする現象力9これ

に厨する．こういうといかにも物理

法期が型郵琴から覆されたか，しから

ずんば，蔑察者演奇術に欺かれてい

るかと悪われるであるう．しかし赤

灯，薄白光または閃光にょる窟貫等

にょつてみると・物を動力準のk・

特殊な支持物質が璽媒の身謹からで

て脚髄破えて綱・輕い物は直接
　　　　、　　　　　　●■■幽　　　　　　　　　　　　　　、

後　潔　　以　記

き凱赤光でも永く照ちすと次第に

蒙朧として煙のごとく潰え失せる．一

・ζの奇妙なi支持物質はニクbプヲ女

ムと構せられドイツではこれを探取

して分析したと報ぜられているが扇

本では未着手である．物理的心蜜現

象の謎をとくにはこれの解明力｛第素

であつて，その他の部分では矢張通

常の亘規的物理法期に從つでいるよ

うであるぺ唯注意すべき貼は・豫象

オ舐級な揚合には，璽媒め手が直接

に物謹を支えでいることもあるの

で，たまたまこれを見付けてすべて

の現象を奇術だときめてし裟うこと

もありうるが，とくにi新しい現象に

は早合黙は禁物で．袷静に嚴密に公

李に凝察せねば群盲象を誇するの愚

，に陥ることになる．反封に低級な葱

凱象を見てただちに偉榊様の御

降臨だとありぶた淋るの＄また警戒

すぺき殿である．

　この愚鍵現象すなわち俗にいう狐

っき等の現象の大部分や夢で將來を

豫知したb，近親の不幸をしつたり

または嬢媒の遊親，豫言等は心理的

心婁現象．と霧せられている添，乙れ

の蓬信と正信乏の境界線は常識で考
，　　　　　　｝

ての事象に通ずる被本原理というも

　　　　　　　　　のめは見幽しがたいことになる．唯物

i辮覆法的理諭といえどもやはり，孚

薗の翼理なるをまぬかれ・まい．康い

範園に通ずる原理を一口で正しくい
訟う．とするととかく内容が漠然とレ．

た竜のになりやすい．敷學で喝廣い

1範團に適帰され筍定理では具髄的な

．結果がえられぬ傾向ぶある・具燈的

な結果は，條件の嚴しい狭い範園の

定理で表わされる．狭V、範園に成立

　　　　　の’する原理をしいて康い範園に適用す

為礁醗生ずること編るρ蟷
然である．　　　一　　　　一一

　われわれの精紳現象についでも，

現在の物理學の潔ばたはそ続歩
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　上方に向つて物髄を支えている．そ　的心璽現象以上に困難であるがこの　・
　　　　　　　　　　　｝一の支持物髄は暗いとこるでみると往　　境界隷を部分的にで電確定すること

嫡すかに蒼白く光つて見えるζとは不可能と囎わ純帆そうして

　があるが，これは標識用の夜光塗料　璽感や豫知等ぶ實用されるにいたれ

　の光が反射しているのかもしれな　　ば生産硯究のみならず一般の研究を

　い　夜光塗料の煎1を通過すると黒く　．促進する重要な武器となるにちカ｛い，、、

不透eqに見えるが，薄自光の雨を遽・如・・喫純建成渉るには物理的心

過すると輝明に見える・赤灯下で婁親象のwaの解明が第“であl」　f

はしばし融嚇たは鞭鰍灘こ漉基盤ξしてふ理的緬に杯
びて嶋こと覇り，全幌えないを入れるの灘實妨法と考える・．
　揚倉もある．形も色々で棒験，幣歌の　それには灘定技衛として電氣絞衛の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i・他しばしば手ににた不定形をして物　　磨用は亀ちるん，》物理學，托學ら生　　　．

　を支えること＄ある．特別な揚含に　物學ジ馨學，心理學ρ諸樺域が胸襟

　拡人の顔や手足の形を現わすことも　　を開いて虚心坦懐に協力されんζと

　あb，憂形は慮由で長く伸ばさせる．を願う弐第である．

　と敷来｝く達t4敷回ねじるζともで1　☆☆☆

∴臨
一諺

讐

∫　．．，、L綴


